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未来へー
体育系創造派たちよ。
クリエイト、創造ということ。
その可能性をスポーツの分野でも
見い出すことができる人。
その夢をめざし、アクションを起こす人。
そんな若者を、私たちは体育系創造派と呼びます。
自分らしい夢がいい。遠大な夢がいい。
輝くのは、追い続ける姿。
思い描く明日があるから、今日を疾走できる。

さぁ、フィットネスとマインドが
調和したゴールをめざして。
南国、鹿児島からスタートの号砲が聴こえる。

Intro duction
真の体育系創造派に

なるために
アスレティック・クリエーターになる。

ヘルス・クリエーターになる。

サイエンス・クリエーターになる。

トラディッショナル・クリエーターになる。

ティーチング・クリエーターになる。

さまざまな可能性を実現するために、今がある。

そのためのフィールドがここにある。

　体育とは体を育むことです。
　国立体育大学としての鹿屋体育大学の使命
の一つは、日本国民の体を育むための教育と研
究を行うことです。
　この数年の傾向として、子供から老人にいた
る日本人の筋力や持久力などのいわゆる体力
の低下が報告されています。体力が低下するこ
とは、働く能力（生産性）が落ちるばかりでなく、
疲れやすい、動きたくない等、病気ではないけれ
ども元気がない生活を意味しています。体力低
下を引き起こした原因の一つに、日常生活にお
いて体を動かす時間がなくなってきていることが
あげられます。車、テレビやコンピュータが日常
生活に入り込んできていることが、運動の機会
を少なくしている大きな原因であることが報告さ
れています。
　人間も動物である以上、筋を使って動くこと
が生命を維持するためには必要不可欠です。こ
のように、現代社会においては、日常生活にお
いて筋が収縮する（運動する）機会を増やす工
夫が必要です。しかしながら、どれくらいの量の
筋の収縮が必要であるか、どのようにすれば効
果的であるか、日常生活に筋活動をどのように
組み込めばよいのか等、多くの課題が残されて
います。このような、国民の健康と体力の問題
解決に直接かかわる学問領域が体育学、スポー
ツ科学です。鹿屋体育大学は、このような社会
の要求にこたえることが出来る環境を備えてお
り、これからの日本人の「体を育む」研究と教育
に資することが期待されています。

学長からのメッセージ
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